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重 要 事 項 説 明 書 
 

１ 特別養護老人ホーム鶴住荘の概要 
 

（１）当施設の概要 

施設名 特別養護老人ホーム鶴住荘 

所在地 青森県北津軽郡板柳町大字野中字鶴住 102-2 

電話番号 ０１７２－７３－３１９７ 

ＦＡＸ番号 ０１７２－７９－１０２２ 

事業所番号 ０２７２４００３１８ 

 

 

（２）当施設の職員体制 
 

当施設では、ご契約者に対して指定介護老人福祉施設サービスを提供する職員 

として以下の職種の職員を配置しています。（短期入所生活介護と兼務） 

（主な職員の配置状況） ※職員の配置については指定基準を遵守しています。 

従業者の職種 常 勤 非常勤 合 計 

施 設 長 １名  １名 

医 師(嘱託：内科、精神科)  ２名 ２名 

事 務 職 員 ２名  ２名 

生 活 相 談 員(介護支援専門員兼務) 
※内 1名施設長と兼務 

４名 0名 ４名 

看 護 師 ５名 １名 ６名 

機能訓練指導員(看護師兼務) １名  １名 

介 護 員 ３５名 １名 ３６名 

管 理 栄 養 士  １名 １名 

栄 養 士 １名  １名 

調 理 員 ６名  ６名 

清 掃 員  １名 １名 

１週間のうち、常勤の従業者が勤務す

べき時間数 
４０時間 
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（３）当施設の設備の概要 

 

入所定員 ８０人 

 

 

  
 

本館 ５０床 

 

 

 

居室 

４人部屋 

（トイレ付

き） 

７室 

３６㎡ 

 

静養室 １８㎡ 

看護師室 １５㎡ 

４人部屋  ５室 
医務室 １５㎡ 

２人部屋  １室 食 堂 ４８㎡ 

 

 

浴室 

脱衣室  ２４．３㎡ 機能訓練室 １４１㎡ 

特別浴槽・浴室 ８２．４５㎡ 

その他含む合計 

 鉄筋コンクリート平屋建 

１，５２４．４㎡ 

新館 ３０床 

 

 

 

 

居室 

多床室（2人部屋） 

１室 33.4㎡  

冷暖房完備 

（各居室エアコン設

置） 

   

トイレ（ウォシュレッ

ト付） 

  

テレビ、加湿器  

 

褥瘡予防マットレス 

ソファー（簡易ベッド

式）          

※ご家族様が宿泊で

きる空間となって

います。                                                                                                     

１室 32.1㎡ 

８室 30.0㎡ 

 

   個 室 

 

６室 23.5㎡ 

１室 23.4㎡ 

１室 21.6㎡ 

１室 21.4㎡ 

特別個室 

専用浴室、ＩＨ対応キッチン

（小）完備 １室 28.1㎡ 

静養室 １２．５㎡ その他含む合計 

鉄筋コンクリート平屋建   

１，２０８．２㎡ 食堂兼機能訓練室   １９７．９㎡ 
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２ 当施設の特徴等 

 

（１） 運営の方針 

施設で生活するすべての利用者が、自立、自助の意欲を喪失することなく、

豊かで、安らぎのある、しかも健やかな生活が保証されるように努める。又、

施設内に閉じこもらず積極的に施設外に出ることにより、入所者自身の存在意

識を高揚させ、充実した生活を確立するよう努めます。 

 さらに最近、認知症、重介護者の増加に対応すべく、職員は一層の自己啓発

と相互研鑚を重ね、一致協力して入所利用者、家族と共に地域の人々との連携

を保ちながら、心の通い合う鶴住荘生活の形成に努めます。 

 

（２） サービス利用のために 

事  項 備  考 

従業員への研修の実施 年１２回園内研修を実施。その他各研修会に参加。 

サービスマニュアル 
サービスマニュアルに添った適切なサービスを提供しま

す。 

変更の申し込み方法 電話、口頭による申し込み。 

身体的拘束 
身体的拘束はいたしません。（ただし、生命に危険を及ぼす

状況の場合はご家族、施設協議の上設定します。） 

そ の 他 
利用者の介護に係わるその他の事項については、必要に応

じその都度ご家族、施設協議の上設定します。 

 

（３） 利用に当たっての留意事項 

面   会 面会時間は、午前 9 時から午後 4 時まで（予約制） 

外出、外泊 
外出の際には、必ず行き先、帰園時間を申し出ください。 

外泊の際には、必ず行き先、連絡先等を申し出ください。 

飲酒、喫煙 
飲酒は、施設管理の上適量とさせていただきます。 

喫煙は、防火管理上施設内全館禁煙となっております。 

金銭、貴重品の管理 
基本的には利用者、ご家族となっていますが、他利用者と

のトラブル防止のため施設の管理をお受けしております。 

所持品の持ち込み 
持ち込みは特に制限していませんが、日常生活に必要な物

品とし、入所時或いは、事前の協議を行うこととします。 

設備、器具の利用 
利用にあたっては、事故のないよう管理を徹底し提供に努

めます。 
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（４）特別養護老人ホームの入所基準の変更と特例入所の要件について 

  介護保険法の改正に伴い、平成２７年４月１日以降に新たに特別養護老人ホ

ームに入所できる方は、原則、要介護３以上の方に限定されます。 

  ただし、要介護１・２の方でも、やむを得ない事情で、居宅において日常生

活を営むことが困難である場合（上記「特例入所の要件」に該当する場合）に

は、特例的に入所が認められます。 

 

 

 

３ サービスの内容 
 

 

サ ー ビ ス 内      容 

食 事 朝食 午前 7時 30～ 昼食 12時～ 夕食 午後 5時 30～ 

入 浴 

週２回の入浴です。 

夏期期間は、その他にシャワー入浴もサービスしています。 

ただし、状態に応じ、特殊浴槽による入浴又は、清拭となる場

合もあります。 

機能訓練 

理学療法士及び作業療法士の指示（月１回来園）により、日常

動作訓練や機能維持、向上の訓練を行い、又機能訓練指導員を

１名配置（看護師）し充実した生活を送れるよう援助します。 

介 護 

利用者、ご家族の意志が尊重されたケアプランを作成し、安心

で、健やかな生活が送れるよう、親身になって介護させていた

だきます。 

健康管理 

嘱託医師と看護師による健康・服薬管理の徹底を図り、施設内

はもとより必要に応じて専門医への受診や、入院の便宜等を通

じて安心に生活できるよう援助します。 

レクリエーション 

季節の行事や野外行事等を行い、季節を感じてもらうことや、

趣味創作活動を通じて生きがいを持ってもらえるよう様々な

レクリエーションを設定し提供します。 
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４ 利用料金 

（１）利用料 

①新館 利用料金（従来型個室）一覧表   （別紙１） 

②新館 利用料金（従来型多床室）一覧表 （別紙２） 

③本館 利用料金（従来型多床室）一覧表 （別紙３） 

④介護保険負担割合証が 2割の方の料金表 （別紙４） 

⑤介護保険負担割合証が 3割の方の料金表 （別紙５） 

⑥利用料金に変更が生じた場合は、介護老人福祉施設利用料変更に係る同意書を

もって変更とします。（別紙６） 

⑦その他の費用 

電気代／日 テレビ ５０円 

日常生活費 理髪代 ２，０００円 

出納管理費／日 ５０円 

その他個人購入品 
経管栄養用、替えボトルセット一式（実費）特殊処置用品

（実費） 

新館／特別料金 

 

個 室    ３５０円／日 

多床室 ２００円／日 

 

（２）料金の支払方法 

  毎月、１０日までに前月分の請求をいたします。２０日までにお支払いいた

だきますと、領収書を発行いたします。 

  お支払い方法は、口座自動引き落しとなりますが、状況により銀行振込、現

金支払もできますのでご相談ください。 

 

（３）利用料金の補足説明 

1. 利用料金は介護給付費が１００分の９０の場合です。給付率が高い場合もあ 

ります。 

2. 平成３０年８月から、一定の所得以上の方は２・３割負担の場合があります。 

3.  世帯の状況により、利用者負担の軽減を目的とした高額サービス費の制度が

あります。当該制度が適用された場合は、必要な申請手続き等を代行いたしま

す。 

4.  入院・外泊時は６日間に限り居住費を請求させていただきます。 

5.  入院、外泊した場合は月に６日を限度として、１日あたりの自己負担額に 

かえて１日につき２４６円を負担していただきます。 

6. 保証人は、事業者に対し、契約者が本契約上負担する一切の債務を極度額 100

万円の範囲内で連帯して保証するものとします。 
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５ サービスの利用方法 
 

 

（１）サービスの利用開始 

 

  入所日に重要事項の内容説明をし、ご家族様がそれに同意され署名、捺印を

取り交わし、双方合意のうえサービス開始となります。 

 ※居宅サービス計画（ケアプラン）の作成を依頼している場合は、事前に介

護支援専門員とご相談ください。 

 

（２）サービスの終了 

 

   ① お客様の都合でサービスを終了する場合 

   退所を希望する日の７日前までにお申し込みください。 

   ② 自動終了 

   以下の場合は、双方の通知がなくても、自動的にサービスを終了いたします。 

1.お客様が他の介護保険施設に入所した場合 

    2.介護保険給付でサービスを受けていたお客様の要介護認定区分が、要

支援及び非該当（自立）と認定された場合 

  ③その他 

お客様が、サービス利用料金の支払いを３ヶ月以上延滞し、料金を支払

うよう催告したにもかかわらず１０日以内に支払わない場合、又はお客様

やご家族などが当施設や当施設のサービス従業者に対して本契約を継続し

難いほどの背任行為を行った場合は、サービス契約終了の２０日前に文書

で通告し退所していただく場合があります。 

 お客様が病院又は診療所に入院し、明らかに３ヶ月以内に退院できる見

込みがない場合又は入院後３ヶ月経過しても退院できないことがあきらか

になった場合。 

 

 

６ サービス内容に関する苦情 

 

（１） 当施設のお客様相談・苦情窓口 

   担 当 者  大橋・田澤・太田生活相談員 

   電  話  ０１７２－７３－３１９７ 

   Ｆ Ａ Ｘ  ０１７２－７９－１０２２ 

   受 付 日  年中（ただし１２月２９日～１月３日を除く） 

受 付 時 間   午前８時３０分～午後５時３０分            

 

第三者委員  中嶋はぎの  電話０１７２－７３－２４８１ 

成田 悦子  電話０１７２－７７－２４３１ 

 

 

 



 - 7 -  

 

（２）苦情処理体制 
 

1. 苦情解決の責任主体を明確にするため、当施設の施設長を苦情対応責任者

(以下「責任者」という)とする。 

2. 当施設の主任生活相談員を苦情受付担当者(以下「担当者」という)とする。 

3. 苦情処理フロー 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 
                                

 
 

 

 

                 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） その他 

 

当事業所以外に、お住まいの市町村及び青森県国民健康保険団体連合の相談・

苦情窓口等に苦情を伝えることができます。 

1. 板柳町役場介護福祉課介護保険係 電話 0172－73－2111 

2. 青森県国民健康保険団体連合会（苦情処理委員会）電話 017－723－1336 

3. 青森県運営適正化委員会 電話 017－731－3039 
 

 

 

７ 緊急時の対応方法 

 

サービスの提供中に容体の変更等があった場合は、事前の打ち合わせにより、

主治医、救急隊、ご家族、介護支援専門員等へ連絡いたします。 

利用者 

 苦情受付窓口（担当者） 

行政等苦情受付機関 

第三者委員 

苦情受付・対処記録 

介護現場 

責任者（施設長） 

担当者 

相談・報告 

相談・報告 

事実・確認等 

事実・確認等 

処理報告 

確認等 

 
適切な対応 

苦情相談 

苦情 
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主治医 

氏 名  

連絡先  電話番号 
 

ご家族 

氏 名  

連絡先 

 電話番号 
 

 携帯番号 
 

 

 

８ 事故発生時の対応 

 

サービス提供中に事故が発生した場合は、お客様がお住まいの市町村、ご家族、

居宅介護支援事業者等に連絡するとともに、必要な措置を講じます。 

又、お客様に対して施設の介護サービスにより賠償すべき事故が発生した場合

は、速やかに損害賠償いたします。尚、当事業所は社会福祉施設総合補償団体契

約の、施設の損害補償と契約を結んでおります。 

  
 

９ 非常災害対策 

 

防災時の対応 
防災設備を完備し、非常通報装置（１１９番）及び職員緊急

連絡網により迅速な対応に努めています。 

防災設備 
屋内消火栓を含む防災設備を、点検業者が年２回設備点検を

行い、うち１回消防機関に届け出報告しています。 

防災訓練 総合訓練を年２回、部分訓練を年６回以上行っています。 

防火管理者 
特別養護老人ホーム鶴住荘 次長 小山内 裕郁 

（他に有資格者が同法人内に２名従事しています。） 

 

（業務継続計画の策定等） 

事業所は、感染症や非常災害の発生時において、利用者に対する指定介護老人福祉施設の提

供を継続的に実施するため及び非常時の体制で早期の業務再開を図るための計画（以下「業

務継続計画」という。）を策定し、当該業務継続計画に従い必要な措置を講じます。 

２ 事業所は、従業者に対し、業務継続計画について周知するとともに、必要な研修及び訓練

を定期的に（年１回以上）実施します。 

３．事業所は、定期的に業務継続計画の見直しを行い、必要に応じて業務継続計画の変更を

行います。 

※感染症や災害が発生した場合であっても、必要や介護サービスを継続定期に提供できる体

制を構築するため、業務継続計画の策定、定期的な訓練の実施などを行っていない場合は、

利用料金の３/１００が減算となります。 
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１0 秘密保持について 
 

1. 当該事業所の従業員は、正当な理由がなくその業務上知り得た利用者及びご 

家族の秘密を漏らしません。 

2. 該事業所の従業員であった者は、正当な理由がなくその業務上知り得た利用 

者及びご家族の秘密を漏らしません。 

3. 事業所では、利用者の医療上緊急の必要がある場合又はサービス担当者会議 

等で必要がある場合に限り、あらかじめ文書による同意を得た上で、必要な

範囲内でお客様又はご家族の個人情報を用います。 

 

 

１１ 虐待防止のための措置について 

 

 事業所では利用者に対する虐待を早期に発見して迅速かつ適切な対応を

図るため、次の措置を講じます。 

 ①虐待防止に関する責任者の選定 

 ②成年後見制度の利用支援 

 ③苦情解決体制の整備 

 ④従業者に対する虐待の防止を啓発・普及するための研修の実施 

 

 

１２ 地域との連携 
 

 運営に当って、地域住民又は住民の活動と連携、協力を行うなど、地域との交

流に努めます。 
 

１３ その他 
 

上記以外に、利用者がサービスを選択するために必要な事項が発生した場合は、

その都度誠意をもってご家族、施設協議するものといたします。 
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  年  月  日 

 

 

私は、本文文面により、事業者から指定介護老人福祉施設についての重要事項

説明書の説明を受け、サービスの提供開始に同意します。 

 

 

   利 用 者 

住所                         

 

氏名                            印 

 

契 約 者 

住所                         

 

氏名                            印 

 

続柄                         

 

保 証 人  （支払い極度額 1,000,000 円） 

住所                         

 

氏名                            印 

 

続柄                         

 

 

指定介護老人福祉施設の提供開始にあたり、契約者に対して、本書面に基づい

て、利用契約及び重要な事項を説明しました。 

 

事業所  青森県北津軽郡板柳町大字野中字鶴住 102-2 

 

      特別養護老人ホーム鶴住荘     

 

      施設長  秋田 覚        印 

 

 

説明者氏名                   印 


